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１．概要（Summary） 

本研究は表面プラズモン共鳴（Surface plasmon 

resonance: SPR）を利用した SPR ワイヤレス超音波セン

サの開発である．このセンサはシンプルな構造で広い帯

域幅を持ち，超音波の高感度観測が期待できる[1-4]．本

研究では，京都大学ナノテクノロジーハブ拠点の設備を

用いて、ガラスプリズム上に金属薄膜を製膜した SPR セ

ンサを作製した。また、センサとしての耐久性を確保する

ためテフロンの保護膜を製膜し、保護膜による共鳴特性

の変化を実験的に検討した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

電子線蒸着装置（EB1100, Canon Anelva Corp.） 

【実験方法】 

本実験では電子線ビーム蒸着法で BK7 プリズム上に

Ag 薄膜（53nm）を成膜し， SPR 応力センサを作製した。

またスピンコーティング法を用いてフッ素系樹脂を表面に

コーティングした二層構造とし、薄膜の耐久性を向上させ

た（Fig. 1）．コーティング膜厚と共鳴特性の関係を把握す

るため、膜厚を 30－4000nm の 3 条件となるようコーティ

ング時間と回転数を設定した。 

 

Fig. 1 The fabricated two-layer SPR sensor. 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 2に、二層構造の SPRセンサの共鳴特性の例を

示す。理論的にも予測されたが、コーティング膜の厚さ増

加に応じて、共鳴角は徐々に低下し、ほぼ一定となった。

共鳴角の半値幅は大きく変化しなかった。超音波受波感

度は、コーティング膜内への超音波の入射エネルギーと、

超音波による屈折率変化で決まる。保護膜厚と超音波波

長にも着目しながら、センサ感度の向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 Signal intensity detected by the SPR sensor. 
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